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研究成果の概要（和文）：I市のプラチナ事業（介護予防事業の参加によってポイントがもらえ、貯まると金券
としてI市内で使用できる）に注目し、介護予防事業の１つ、シルバーリハビリ体操教室に参加している高齢者
に、2018年３月～2020年2月計6回、この事業に参加する動機、運動継続に関する意識調査を行った。441名（年
齢66-90歳）から回答を得た。この事業に参加するきっかけとなった最も強い理由は「健康」だった。また「ポ
イント付与」による「お得感」を感じていた。高齢者に対する介護予防事業において、「お得感」を盛り込んだ
介護予防事業を開催することは、行動変容を促すための動機づけ手段、運動継続性の有効手段になりうると考え
られた。

研究成果の概要（英文）：We focused on platinum projects in I City. (Points were awarded for 
participation in Care Prevention Services. and when accumulated, they can could be used as cash 
voucher within I City). Elderly participants in the Silver Rehabilitation Gymnastics Class, one of 
the long-term care prevention programs, were surveyed six times from March 2018 to February 2020 on 
their motivations for participating in this program and their attitudes toward continuing to 
exercise. Responses were received from 441 participants (ages 66-90). “Health” was the strongest 
reason that led us them to participate in this project. They also felt a sense of "value of points" 
due to the "point awarding". 
It was considered that holding Care Prevention Services that include "value points " could be an 
effective means of motivation to promote behavior change and exercise continuity in Care Prevention 
Services for the elderly.

研究分野： 公衆衛生
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研究成果の学術的意義や社会的意義
医療保険給付費および介護給付費の抑制は喫緊の課題である。近い将来、団塊の世代は医療費および介護サービ
スを最も利用する後期高齢者になり、働く世代は減少するため、保険の財源確保は今以上に厳しくなる。その対
策として介護予防事業が始まり、報告されているが先の課題を克服するものではない。1市の物欲に働きかけ行
動変容を起こし健康の保持増進に つなげている介護予防事業（プラチナ事業）に注目した。行動変容の要因を
明らかにし、行動変容に関与した新規の介護予防事業を提案・普及することで、要介護状態の高齢者を予防する
ことになり、医療保険給付費および介護給付費の抑制に貢献すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

地方自治体において医療保険給付費および介護給付費の抑制は喫緊の課題であった。その理由

として団塊の世代が、医療費及び介護サービスを最も利用する後期高齢者になり、働く世代が減

少する中、保険の財源確保はますます厳しくなることがあげられた 1）。その対策として 2006 年

から介護予防事業が始まり、各市町村から、その経年報告が発表されていたが、先の課題を克服

するほどの成果ではなかった。我々は、Ｉ市が 3年前から実施している物欲に働きかけ行動変容

を起こし健康の保持増進につなげたいと始めた介護予防事業「生涯現役プラチナ応援事業」＊に

注目した。きっかけは欲であっても、日常生活において行動変容をもたらし、健康の保持増進に

つながっていることを明らかになれば介護予防事業の発展に寄与するのではないかと考えた。 
＊「生涯現役プラチナ応援事業」 

対象者は I市内在住の 65 歳以上であり、市が指定する事業（健康教室や講演会など）に参加

した場合に 1ポイント付与し、この貯めたポイント数が 20 ポイントになったときに、交換を

申し出ると市内協賛店で 500 円券として利用できる金券 4枚（2,000 円分）がもらえる。 

 

2.研究の目的 

本研究の目的は 2つある。1つは、「Ｉ市の介護予防事業における、成果を検証する」こと、2つ

に、「行動変容の要因を明らかにし、行動変容に関与した新規の介護予防事業を提案する。」こと

である。高齢者の運動能力、身体状況、食生活など日常生活の状況の変化を観察し、その変化を

解析し改善が認められ、さらに経年の医療および介護給付費が抑制していることが検証されれ

ば、全国の介護予防事業への普及に明確な根拠を与えることができる。 

 

3.研究の方法 

I 市の広報誌と介護予防事業の 1 つシルバーリハビリ体操教室において本研究の参加者を募集

し、説明会を開催し賛同した高齢者 441 名（年齢 66-90、女性 360 名、男性 81 名）を対象とし

た。介護予防事業の参加の継続性を調査するために、2018 年 3 月から 2020 年 2月までの約 3か

月毎の計 6回、体育館や公民館など公共施設 7か所において「シルバーリハビリ体操教室」の終

了後に以下のアンケート調査及び測定を実施した。「シルバーリハビリ体操教室」に参加してい

る理由、この教室に参加してよかったこと、参加継続の理由、そして直近１か月の食習慣や生活

習慣について、高齢者の希望により「聞き取り」もしくは「自記式アンケート」を実施した。ま

た、体重、身長、骨密度測定、筋肉量の測定、運動機能検査(握力、ＴＵＧ（Timed Up & Go Test：

椅子から立ち上がり 3ｍ先の目印を回り再び椅子に座るまでの時間を測定）、椅子立ち上がりテ

スト、片足立位保持テスト（開眼）、通常歩行速度、最大歩行速度、歩幅、歩数の測定)２）３）４）

を実施した。 

行動変容を促すための動機づけ手段、運動継続性の有効手段となって、健康の保持・増進の意識

につながったかを明らかにするために、継続者（複数出席者 103 名）と非継続者（109 名）を比

較検討した。また、睡眠時間、運動時間について初回と最終回とで対応のあるｔ検定を行った。 



なお、研究代表者の所属大学で利益相反がないと倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

４．研究成果 

生涯現役プラチナ応援事業の１つである「シルバーリハビリ体操教室」に参加するきっかけは、

継続者・非継続者ともに「健康」「シルバーリハビリ体操をしたい」「皆と交流できる」が上位に

あり、一番強いきっかけは「健康」 だった。参加して良かったこととして継続者・非継続者と

もに「友人ができた」「御飯が美味しい」「運動習慣がついた」「ポイント付与」が上位を占めた。 

継続して参加する理由（複数回答）は、継続者・非継続者ともに「体を動かすのが好きだから」

が最も多かったが、（単一回答）は「健康」をあげていた。「ポイント付与」は強い理由ではなか

った。継続者の運動時間、睡眠時間について初回と最終回を比較したところ（対応のあるｔ検定）、

有意に運動時間は伸び（ ｐ＜0.01）、睡眠時間は長く（ ｐ＜0.01）なっていた。 

 

 



 

I 市の高齢者が実施している生涯現役プラチナ応援事業の１つであるシルバーリハビリ体操教

室の参加者を対象に参加したきっかけ、参加して良かったこと、継続する理由について、ポイン

ト付与は複数回答にあげられてはいたが、強い理由にはあげられなかった。また１回付与額は低

いこと、金券交換が 20 回の参加を条件としており達成するのに時間がかかること、高齢者にと

って魅力的な協賛店が少なかった可能性もある。このことから、物欲は行動変容を促すための強

力な動機づけ手段とは言えなかった。しかしながら、継続して参加した高齢者において、睡眠時

間と運動時間は有意に増加していたことから、運動継続性を促した可能性がある。 

I 市の高齢者が実施している生涯現役プラチナ応援事業の１つであるシルバーリハビリ体操教



室の参加者において、物欲は行動変容を促すための動機づけ手段の大きな要素であることはい

えないが、この事業への参加継続が健康の保持・増進に役立っていることが伺われた。 
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